
チラシの作り方講座 

副業で謝金をもらっている… 

 

確定申告がはじめて… 

現在白色申告している… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎日 時  2018年 1月 20 日（土）18：30～20：30（開場 18：15） 

◎場 所  市民交流センター会議室 

◎費 用  1,000円 

◎定 員  先着 30名 

◎託 児  あり（先着 4 名、子ども一人につき 500 円） 

◎申込み  市民交流センター窓口、電話、ＦＡＸ、メールで受付 

＊託児希望者は講座開催日の前日までにお申込みください。 

＊本講座は実技を行うものではありません。 

 

講座やイベントをもっと充実させたい人必見！ 

あ っ と い う 間 に 師 走 と な っ て し ま い ま し た 。  

年 末 年 始 の 準 備 は 進 ん で い ま す か ？  

や り 残 し た こ と 、 ま た は 来 年 挑 戦 し た い こ と 、 こ の

時 期 は 何 か と 締 め く く り た く な っ て し ま い ま す ね 。  

皆 様 、 良 い 年 を お 迎 え く だ さ い 。  
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発行：逗子文化プラザ市民交流センター（平成 29年 12 月 20日） 

講師 荒井枝美氏 

税理士・行政書士 

講師 坂田静香氏 

NPO法人男女共同参画おおた理事長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2017年 11月 26日（日）逗子文化プラザ市民交流センターで交流センターフェアを行いました。 

「30年後の未来に向けて」というテーマを掲げ、さまざまなプログラムを開催し、 

“次の世代につなげること、今を大切にすること”そんな思いをみんなで繋げるようなイベントになっ

たのではないでしょうか。当日は天候にも恵まれ、多くの皆さまに楽しんでいただきました。 

☆━━━…‥・ご来場ありがとうございました・‥…━━━☆ 

サザエ小屋は長蛇の列。ほか、逗子ゆかりのお店が多数出店 
鍵盤ハーモニカ DUOや 

沖縄系ポップスユニット、 

魅惑のボサノバなどの 

演奏も行いました。 

東北物産展、逗子のマルシェ 

逗子創業カフェなど出店。 

避難訓練ボウサイダーと 

鍵盤ハーモニカで無限音階の 

避難訓練付き音楽イベント🎵 

参加者と一体となって楽しく 

ハーモニカを吹きました♪ 

子育てワクワク交流会では 

子育てや自然をテーマに逗子で

活動されている 5人のスピーカー

のお話を聞きました。 

 

ムーブメントワーク 

ショップのパラシュート。 

子どもが乗ってグルグル回り 

紅葉の葉っぱが飛び舞う 

下で子どもがぴょんぴょん 

飛び跳ねジャンプ！ 

パラシュートに包まれ、終始 

楽しそうな声と笑顔が溢れて 

いました。 

市民活動支援補助金交付団体報告会では、交

付対象事業の中間発表や活動実績・今後の活動

についての発表を行い、「市民活動を続けていくため

のコツ」の特別対談も行いました。 

 

講演＆グループワーク「しあわせな町づくり」では、

障がいのある人の特徴や考え方を知ることで、相手

の立場に立って考え、対話を大切にすることでお互

いに住みやすい地域になることを学びました。 

市民活動パネル展では、全 17団体の活動などを紹介した“想い”がたくさん詰まった 

パネルを展示。ご好評のため引き続き交流センター展示コーナーで展示中 

（2F展示コーナー12/25（月）まで展示）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体連絡先：逗子市環境都市部環境管理課/TEL:046-873-1111 Email:kankyo@city.zushi.kanagawa.jp 

 

                           

共助のしくみ 

12 月は寄付月間です。1 年の終わりに未来のことを考えようと 2015 年より始まったキャンペーンです。

寄付は、「意思であり投資」であるとともに、「応援や願いを込めることもできる」と運営団体のホームペー

ジに記載があり、「未来を変える一つの方法」と言っています。寄付を贈るという行動により、楽しい、優

しい、平和な未来を実現してくれる先をじっくり考えてみることも夜の長くなった冬の時期は最適ですね。 

では、変えたい現実のことを少し考えてみましょう。社会的な課題は地域を超えて世界中に広がっていま

す。住み続けたい街として多くの逗子市民は逗子市を選んでいます。が、地域活動の担い手は年々少なくな

り、自治会・町内会の継続的な運営も危ういことは住民の皆様であればご存知のことではないでしょうか。

厚生労働省が進めている、福祉の包括ケアの仕組みは、地域で活動する皆さんの活躍を期待するかのような

仕組みで作られているにもかかわらず、「地域活動に参加している」は、23％にすぎません。対して興味が

ある人になると 60％を超えています（※）。そして最近目に付く言葉は、「自助・互助・共助・公助」で

す。大きな災害があるたびに繰り返し出てきます。1980 年代の後半から、使われてきているようですが、

それぞれ別々に仕組みを考え、最後の砦のように「公助」の仕組みを備えているように見えます。   

（※2012 年神奈川県県民ニーズ調査より） 

ちょっと待ってください。本当にそれで、楽しい、優しい、平和な未来は実現で 

きるのでしょうか。企業の経済的活動や市民の社会貢献活動と公の仕組みが連携

し、支える側と支えられる側の互換性を受容するコミュニティネットワークが、 

最終的なセイフティネットになるのではないかと考えられないでしょうか。つま

り、「自助・互助・公助」の連携状態が「共助」なのではないかと思い始めました。 

多くの自治体で、民間への委託事業や、民間との協働事業が実施されています。すでに、公の事業は公務

員のみの手によって実施されているわけではありません。傍で活躍しているボランティア団体が地域の安心

安全を守っていることはありませんか。「共助のしくみ」がじわじわと広がっていることに是非目を向けて

みてください。寄付はハードルが高くても、「ありがとう」と声をかけることは難しくはないと思います。

「共助のしくみの第一歩」を踏み出してみませんか。（Te） 
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子供の頃から動物が大好きで、現在は植物や野生

生物の研究や調査の仕事をしています。 

埼玉から逗子に移住して逗子の人たちの親切な人

柄に触れ、この街で何かできないかと思った時に

出会ったのが、自然環境に関する活動が活発な

「ずしし環境会議」でした。 

 

自然はすべて人々のもの（公共のもの）とい

う視点から、人々が緑を求める心理状態など

で自然の力が必要になった時に必要な情報を

提供できるよう、自然を観察し、守り、保全

して人と自然の「仲介」をする（インタープ

リター）という活動をしています。 

 

自然は人々に癒しをもたらす反面、災害といった恐怖を

与えてしまう存在でもあります。正確な情報を届け、冷

静な視点を育むために、自然観察会（年に 6～7回）や、

環境会議展（６月）、市民まつり（10 月）などの活動を

通して市民の方々との交流を図っています。 

団体に入ったきっかけは？ 活動の目的（誰のため？何のため？） 

具体的な活動内容 今後の課題・抱負など 

今後の課題、抱負な

ど 

ずしし環境会議 大塚 広美さん 

FILE NO,4 

森林セラピーや森の中でのヨガ（森ヨガ）と観察会を

コラボしてみるのも楽しいですね。心とからだを開放

して自然の中に身をゆだねることで新しい発見がある

かもしれません。大人も子供ももっとフィールドに出

て自然を身近に感じてほしいと思っています。 

主に逗子市で活動している市民活動

団体を紹介していきます！ 

トモイク（3月）で 

万華鏡作るよ♪ 

共助

互
助

自
助

公
助



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市民交流センター プール 

1 
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2 火 
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  平成 30 年 2 月分先着予約開始 休 
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20 土 30 年 3月分抽選結果発表 
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◆ 逗子小クラブ（２コース）１４：５０～１５：４０ 

★ うみかぜクラブ（２コース）１３～１５時 

◎ 水中運動教室（２コース）１０～１２時 

※予定が変更とな 

る場合もあります。 

ご理解とご協力を 

お願いいたします。 

 

◆年末年始の休館及び予約・会議室利用料支払い期限について◆ 
◎平成 29年 12月 29日（金）～平成 30年 1月 3日（水）まで休館します。 

屋内温水プールはメンテナンスのため 1月 5日（金）からの再開となります。ご注意ください。 

◎2月分の先着予約申込は平成 30年 1月 4日（木）9：00～開始。 

※抽選の申込・確定・予約は休館日に関係なく手続きできます。 

◎支払期限が休館日にあたる場合がございます。年明けのご予約のお支払いはお早めにお願いします。 

◆平成 30年度ロッカー・レターケース使用団体募集について◆ 
募集期間：平成 30年 2月 1日（木）～28日（水）※1月中旬配布予定の募集要項でご確認ください。 

information 
＊開館時間 

9：00～21：00 （受付は 20：00 まで。 

屋内温水プールの入場は 20：30まで） 

＊休館日   

第 1 ・ 3火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館） 

年末年始（12 月 29 日～翌年 1月 3 日） 

 

※全館禁煙 ・ ごみはお持ち帰りください。 

〒249-0006             

神奈川県逗子市逗子４－２－１１     

TEL ： 046-872-3001       

Fax ： 046-872-3003  

Eメール ： ac-center@zushi-psc.org 

ホームページ : 

www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/ 

屋内温水プール 

TEL ・ FAX ： 046-872-3004 

access 

 ＊京浜急行「新逗子」駅より徒歩 2 分 

＊JR「逗子」駅より徒歩 5 分 

（施設内駐車場は台数に限りがありますので、 

公共交通機関をご利用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 【開催場所】交流センター１階、喫茶スペース ・ 横 

【開催日時】月～金曜日 １０～１６時（交流センター休館日、祝休日、年末年始を除く）  

※エコ広場お問合せ先  

090-9380-1422（海野） 
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